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電話０４７-３７９-６６６１マクロライド抗⽣剤の⻑期投与

クラリスやジスロマックはマクロライド系の抗⽣剤で服薬された⽅も多くなじみのある抗⽣剤だ
と思います。ジスロマック（アジスロマイシン）の⻑期投与が喘息の急性増悪や肺気腫（COPD)
を防ぐという論⽂が散⾒される様になりました。最近、以前から喘息でクラリスのみを⻑期的に
服⽤していたという神経疾患の患者さんから繰り返し処⽅を依頼されていたのですがそれを拒否
してきました。理由の⼀つはその処⽅が適⽤外使⽤であることと患者さんには⾔わなかったので
すがある懸念があったからです。それは少なくともジスロマックで⼼臓死が増える可能性が報告
がされていてずっと気になっていたからです。今回はマクロライド抗⽣剤の⻑期投与に関するお
話です。

クラリスとジスロマックの違い
同じマクロライド系ですが薬の構造が異なるため作⽤が異なると考えられています。クラリスは
１４員環マクロライドでジスロマックは１５員環マクロライドです。私の理解では１４員環マク
ロライドが免疫の修飾作⽤を有しています。なおクラリスは⽇本の⼤正製薬が創薬しアボットが
世界規模で販売しています。

喘息での有効性は結論出ていない
２０１７年のランセットに掲載されたオーストラリアとニュージーランドからの報告ではジスロ
マック５００ｍｇを１週間に３⽇間服⽤することを４８週間（１年間）続けると喘息の急性急性
増悪が約４０％減少するとしています。注意しなければならないのはこの臨床研究は従来の喘息
の治療に加える「追加療法」で単独で治療するものではありません。しかしながら２０１８年の
コクランシステミックレビューを⾒ると⻭切れが悪いです。同レビューは複数の研究をまとめて
解析するのですが、症状がない⽇数が特に⼩児では増えるとしていますが、不確定要素が多くて
有効性を結論付けられないとしています。

マクロライド抗⽣剤による⼼臓死の増加は︖
アジスロマイシンが⼼臓死のリスクとの論⽂を初めて⽬にしたのは２０１２年５⽉１２⽇号の
ニューイングランド医学雑誌（NEJM)です。この論⽂は⻑期投与ではなく５⽇間の服⽤中に⼼臓
死のリスクが増えるというもので、その後もちょくちょくNEJMで取り上げられてきました。
再度論⽂をあたると２０１８年のBMJ Openにオランダのマクロライド抗⽣剤が⼼臓死に関連す
るのかの臨床研究が掲載されています。結論からいえば、クラリスもジスロマックもペニシリン
と同様で⼼臓死を増やさなかったということです。この論⽂でどれくらいの⻑期服⽤者がいたか
読み切れませんでした。またクラリスを⽤いた論⽂がなく喘息の急性増悪に本当にクラリスが有
効かという疑問も残ります。またクラリスの⻑期投与で⽇本⼈に副作⽤の出現はないのかという
疑問も残ります。またマクロライドは好中球性喘息に効果があるのではないかという基礎的な論
⽂もありまだまだ治療⼿段としては確信を持てません。先の患者は神経原性の筋疾患との診断を
受けて神経内科にかかっていました。そこの担当医が患者が希望するならば処⽅してやればいい
のにと⾔っていたようです。マクロライドは筋⾁障害を起こしうる薬です。それを何年にもわた
り服⽤してきました。病気の進⾏に関係なかったのか⼤いに疑問です。
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